
　

二
〇
一
〇
年
の
年
末
か
ら
チ
ュ
ニ
ジ

ア
に
始
ま
っ
た
ア
ラ
ブ
世
界
に
お
け
る

民
主
化
運
動
の
波
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・

エ
ジ
プ
ト
・
リ
ビ
ア
の
体
制
を
次
々
と

崩
壊
に
追
い
や
り
、
現
在
シ
リ
ア
お
よ

び
イ
エ
メ
ン
に
お
け
る
運
動
の
帰
趨
が

そ
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。
イ
エ
メ
ン

で
は
サ
レ
ハ
大
統
領
が
権
限
移
譲
に
合

意
し
た
が
、
そ
の
後
も
情
勢
は
安
定
化

し
て
い
な
い
。
日
本
や
欧
米
に
と
っ
て

あ
る
意
味
で
こ
れ
ら
一
連
の
政
治
的
変

動
の
「
台
風
の
目
」
と
も
い
え
る
の
が

イ
ラ
ン
に
お
け
る
体
制
内
外
の
動
向
で

あ
る
。

　

イ
ラ
ン
で
は
二
〇
〇
九
年
九
月
一
二

日
の
大
統
領
選
挙
以
来
、
民
主
化
運
動

が
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
も
の
の
、
二

〇
一
〇
年
春
以
降
、
現
在
ま
で
運
動
は

表
面
的
に
鎮
静
化
し
て
い
る
（﹃
ア
ジ

研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
﹄
一
六
九
号

お
よ
び
一
八
二
号
の
特
集
記
事
を
参

照
）。
だ
が
二
〇
一
一
年
を
通
じ
た
ア

ラ
ブ
世
界
で
の
民
主
化
運
動
の
高
ま
り

は
、明
ら
か
に
イ
ラ
ン
の
「
緑
の
運
動
」

に
触
発
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
。
そ
れ
は

ま
た
逆
に
イ
ラ
ン
国
内
に
対
し
て
も
体

制
側
・
運
動
側
に
関
わ
ら
ず
様
々
な
波

紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
ア
ラ
ブ
の
春
と
現
政
権
の
反
応

　

ア
ラ
ブ
世
界
の
民
主
化
の
動
き
に
対

す
る
イ
ラ
ン
体
制
側
の
反
応
の
特
徴

は
、「
民
衆
の
権
力
は
一
部
の
ア
ラ
ブ

国
に
と
っ
て
の
み
善
で
あ
る
」⑴
と
い
う

是
々
非
々
の
態
度
で
あ
り
、
事
実
イ
ラ

ン
は
、
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
体
制
の
存
続

へ
の
積
極
的
な
支
援
を
隠
そ
う
と
し
な

い
⑵

。
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
や
チ
ュ
ニ
ジ

ア
の
よ
う
に
評
価
す
る
場
合
で
も
そ
れ

は
「
一
九
七
九
年
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命

の
延
長
」
と
い
う
認
識
に
お
い
て
で
あ

る
⑶

。
他
方
国
内
的
に
は
二
月
一
四
日

に
は
テ
ヘ
ラ
ン
の
学
生
を
中
心
に
エ
ジ

プ
ト
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
民
主
化
運
動
を

支
持
す
る
デ
モ
行
進
が
試
み
ら
れ
、「
ガ

ザ
で
も
レ
バ
ノ
ン
で
も
な
く
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
そ
し
て
イ
ラ
ン
」

や
「
ム
バ
ー
ラ
ク
、
ベ
ン
・
ア
リ
ー
、

さ
あ
次
は
セ
イ
エ
ド
・
ア
リ
ー
（
・
ハ
ー

メ
ネ
イ
ー
）」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も

叫
ば
れ
た
が
、
そ
れ
は
官
憲
の
周
到
か

つ
大
規
模
な
弾
圧
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ

た
。
ま
た
デ
モ
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け

た
改
革
派
の
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
元
首
相
と

キ
ャ
ッ
ル
ー
ビ
ー
元
国
会
議
長
は
、
そ

の
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
自
宅
軟
禁
状

態
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
現
在
イ
ラ
ン
の
政
府

当
局
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に

お
け
る
体
制
転
換
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主

義
政
党
の
勢
力
伸
長
は
歓
迎
す
る
⑷

一

方
で
、
ア
ラ
ブ
世
界
の
民
主
化
運
動
の

波
が
国
内
に
与
え
る
影
響
に
対
し
て
は

極
め
て
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
。
そ
れ

は
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
体
制
の
維
持
を
至
上

の
命
題
と
す
る
現
政
府
と
し
て
は
極
め

て
自
然
な
対
応
で
あ
る
だ
ろ
う
が
、
国

内
に
お
け
る
市
民
感
情
と
の
乖
離
、
一

般
市
民
の
日
常
的
な
閉
塞
感
は
覆
い
難

い
ま
で
に
進
行
し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
実
際
、
こ
の
間
に
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
や
映
画
関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の

活
動
家
が
逮
捕
さ
れ
、
ま
た
国
外
に
出

て
お
り
、
現
状
に
お
い
て
イ
ラ
ン
国
内

で
民
主
化
運
動
が
一
挙
に
拡
大
す
る
条

件
は
極
め
て
乏
し
い
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

リ
ビ
ア
で
は
一
〇
月
二
〇
日
に
カ
ッ

ザ
ー
フ
ィ
ー
大
佐
が
市
民
軍
に
よ
っ
て

殺
害
さ
れ
た
が
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
は
反

政
府
デ
モ
発
生
後
の
三
月
に
「
近
年

カ
ッ
ザ
ー
フ
ィ
ー
は
西
側
に
大
き
な
譲

歩
を
し
た
」
と
発
言
し
て
お
り
、
二
〇

〇
三
年
末
の
核
放
棄
宣
言
と
そ
の
後
の

西
側
と
の
接
近
が
、
今
回
の
体
制
崩
壊

の
遠
因
に
な
っ
た
と
の
教
訓
を
得
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
リ
ビ
ア

の
独
裁
体
制
の
崩
壊
に
よ
り
イ
ラ
ン
が

欧
米
と
の
協
調
路
線
に
転
換
す
る
選
択

肢
は
さ
ら
に
狭
ま
っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
周
辺
地
域
の
激
動
に
も

拘
ら
ず
、
国
内
情
勢
の
あ
る
種
の
抑
圧

的
均
衡
を
前
提
に
、
二
〇
一
〇
年
の
末

以
降
、
イ
ラ
ン
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
は
第
五
次
開
発
計
画

（
二
〇
一
〇
〜
一
五
年
）⑸
で
謳
わ
れ
て

「
ア
ラ
ブ
の
春
」と
テヘラ
ン
の
対
応

鈴
木
　
均

「アラブの春」と
中東政治の構造変容

「アラブの春」と
中東政治の構造変容
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い
る
民
営
化
の
推
進
と
国
家
運
営
の
近

代
化
を
指
針
と
し
て
、
計
画
国
内
体
制

の
整
備
を
矢
継
ぎ
早
に
進
め
て
き
た
。

そ
の
一
つ
が
一
九
八
八
年
の
イ
ラ
ン
・

イ
ラ
ク
戦
争
の
終
結
以
来
の
課
題
で

あ
っ
た
補
助
金
政
策
の
改
革
で
あ
り
、

燃
料
、
食
糧
な
ど
基
本
的
な
生
活
物
資

へ
の
補
助
金
の
支
給
を
打
ち
止
め
る
代

わ
り
に
当
面
ひ
と
り
当
た
り
月
額
四
〇

米
ド
ル
相
当
の
生
活
支
援
金
を
一
律
支

給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
面
で
従
来
歴
代
の
イ
ラ
ン
政
府
が
抜

本
的
な
対
策
を
回
避
し
て
き
た
問
題
に

大
胆
に
着
手
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
価

で
き
る
。
だ
が
他
方
で
こ
れ
に
よ
る
イ

ン
フ
レ
の
昂こ
う

進し
ん

と
物
価
の
高
騰
は
イ
ラ

ン
市
民
の
生
活
を
直
撃
し
て
お
り
、
ア

フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
の
経
済
政
策
の

一
貫
し
た
方
向
性
の
欠
如
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
な
お
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ー
ド
政
権
は
二
〇
一
二
年
度
中
に

イ
ラ
ン
の
税
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
を

も
目
指
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
こ
の
時
期
に
進
め
ら
れ
た

の
が
、
第
五
次
開
発
計
画
の
方
針
⑹

に

基
づ
く
一
連
の
閣
僚
人
事
の
刷
新
と
省

体
制
の
統
合
・
改
革
で
あ
る
。
以
下
で

は
こ
の
経
緯
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
テ

ヘ
ラ
ン
政
権
中
枢
の
政
権
運
営
の
意
図

と
政
権
内
部
の
現
状
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
加
え
た
い
。

●�

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
府

の
刷
新

　

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
の
閣

僚
の
交
代
劇
は
、
ま
ず
一
二
月
一
四
日

に
外
務
省
畑
で
ラ
ー
リ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

国
会
議
長
に
近
い
立
場
の
マ
ヌ
ー
チ
ェ

フ
ル
・
モ
ッ
タ
キ
ー
外
相
が
ア
フ
リ
カ

訪
問
中
に
罷
免
さ
れ
、
ア
リ
ー
・
ア
ク

バ
ル
・
サ
ー
レ
ヒ
ー
前
イ
ラ
ン
原
子
力

機
構
総
裁
が
外
相
に
就
任
。
そ
の
後
二

〇
一
一
年
二
月
に
は
自
動
車
事
故
や
航

空
機
事
故
の
続
発
の
責
任
に
よ
り
ハ

ミ
ー
ド
・
ベ
フ
バ
ハ
ー
ニ
ー
運
輸
相
の

更
迭
を
イ
ラ
ン
国
会
が
決
議
し
、
ア

リ
ー
・
ニ
ー
ク
ザ
ー
ド
都
市
開
発
相
が

運
輸
相
を
併
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
大
き
な
動
き
と
し
て
五
月
一

四
日
に
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大

統
領
が
マ
ス
ー
ド
・
ミ
ー
ル
カ
ー
ゼ

ミ
ー
石
油
相
、
サ
ー
デ
ク
・
マ
フ
ス
ー

リ
ー
社
会
福
祉
相
、
ア
リ
ー
・
ア
ク
バ

ル
・
メ
フ
ラ
ー
ビ
ヤ
ー
ン
鉱
工
業
相
の

三
閣
僚
を
解
任
、
石
油
相
に
つ
い
て
は

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
の
腹
心
で
前

イ
ラ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
長
の
モ
ハ

ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
ア
ー
バ
ー
デ
ィ
ー
が

一
旦
着
任
し
た
も
の
の
国
会
の
承
認
を

得
ら
れ
ず
、
革
命
防
衛
隊
系
の
ハ
ー
タ

モ
ル
・
ア
ン
ビ
ヤ
ー
建
設
企
業
体
の
長

官
だ
っ
た
ロ
ス
タ
ム
・
ガ
ー
セ
ミ
ー
が

七
月
二
七
日
に
就
任
し
て
い
る
。

　

ま
た
六
月
に
は
都
市
開
発
省
と
運
輸

省
が
統
合
さ
れ
て
運
輸
・
住
宅
省
と
な

り
、
両
省
大
臣
を
併
任
し
て
い
た
ア

リ
ー
・
ニ
ー
ク
ザ
ー
ド
が
そ
の
ま
ま
新

大
臣
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
六
月
二
九

日
に
協
同
組
合
省
、
社
会
福
祉
省
お
よ

び
労
働
省
の
三
省
が
統
合
し
て
組
合
・

労
働
・
福
祉
省
と
な
り
、
担
当
大
臣
に

は
前
労
働
相
の
ア
ブ
ド
ル
レ
ザ
ー
・

シ
ェ
イ
フ
ォ
ル
エ
ス
ラ
ー
ミ
ー
が
就

任
。
ま
た
同
日
鉱
工
業
省
と
商
業
省
が

統
合
し
て
鉱
工
業
・
商
業
省
と
な
り
、

大
臣
に
は
前
商
業
相
の
メ
フ
デ
ィ
ー
・

ガ
ザ
ン
フ
ァ
リ
ー
が
就
任
し
た
。

　

以
上
の
統
合
に
伴
な
っ
て
サ
ー
デ

ク
・
マ
フ
ス
ー
リ
ー
前
社
会
福
祉
相
と

ア
リ
ー
・
ア
ク
バ
ル
・
メ
フ
ラ
ー
ビ
ヤ
ー

ン
鉱
工
業
相
は
大
臣
職
を
解
任
さ
れ

た
。
ま
た
六
月
二
〇
日
に
イ
ラ
ン
体
育

協
会
が
ス
ポ
ー
ツ
若
者
省
に
昇
格
し
て

前
協
同
組
合
相
の
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ッ

バ
ー
ス
ィ
ー
が
大
臣
に
就
任
し
て
い
る

（
以
上
、
図
1
を
参
照
）。

　

こ
う
し
た
複
雑
な
省
の
統
合
過
程
と

人
事
異
動
は
、
そ
れ
自
体
が
あ
る
意
味

で
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
と
最

高
指
導
者
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
周
辺
、
さ
ら

に
国
会
を
巻
き
込
ん
だ
三
つ
巴
の
権
力

抗
争
の
結
果
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
何

を
政
策
的
な
目
標
と
し
て
い
た
の
か
は

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
だ
が
少
な

く
と
も
そ
の
結
果
と
し
て
二
一
あ
っ
た

省
は
一
八
省
（
一
七
省
に
ス
ポ
ー
ツ
少

年
省
が
加
わ
る
）に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
央
官
庁
の
ス
リ
ム
化

が
、「
革
命
」
体
制
の
維
持
と
革
命
防

衛
隊
を
中
核
と
し
た
強
固
な
国
家
防
衛

体
制
の
構
築
に
向
け
て
の
重
要
な
布
石

と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は

言げ
ん

を
俟ま

た
な
い
だ
ろ
う
。

　

同
時
に
ミ
ー
ル
カ
ー
ゼ
ミ
ー
前
石
油

相
と
メ
フ
ラ
ー
ビ
ヤ
ー
ン
前
鉱
工
業
相

に
つ
い
て
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド

大
統
領
の
以
前
か
ら
の
盟
友
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
「
大
統
領
の

側
近
」
か
ら
の
大
臣
登
用
が
減
ら
さ
れ

る
こ
と
で
、
体
制
内
部
に
お
け
る
ア
フ

マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
の
求
心
力

が
低
下
し
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
次
期
の

首
班
を
狙
う
ラ
ー
リ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
国

会
議
長
の
発
言
力
が
増
し
て
き
て
い
る

こ
と
も
伺
え
よ
う
。
ま
た
ア
フ
マ
デ
ィ

ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
と
し
て
は
こ
れ
ら

「
身
内
」
の
大
臣
を
自
ら
罷
免
し
て
国

会
の
意
向
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
体
制
内
部
か
ら
の
批
判
を
か
わ
そ

う
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。

　

だ
が
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
治
家
と
し
て

振
る
舞
う
こ
と
に
よ
り
、「
草
の
根
」

の
支
持
を
得
る
こ
と
に
あ
る
程
度
成
功

し
て
い
た
一
期
目
（
二
〇
〇
五
〜
〇
八

39
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年
）
の
よ
う
な
、
国
民
か

ら
の
支
持
を
も
は
や
期
待

で
き
な
い
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ー
ド
政
権
に
対
し
て
、

最
近
に
な
っ
て
ハ
ー
メ
ネ

イ
ー
最
高
指
導
者
周
辺
か

ら
の
突
き
上
げ
が
厳
し
さ

を
増
し
て
き
て
い
る
。

●�

体
制
内
外
に
お
け
る

孤
立
と
対
立
の
深
化

　

ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
最
高
指

導
者
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
と
の
関

係
の
齟
齬
が
最
初
に
表
面

化
し
た
の
は
二
〇
〇
九
年

の
大
統
領
選
挙
後
の
混
乱

の
中
で
の
こ
と
で
あ
り
、

前
述
の
大
臣
人
事
の
時
期

に
も
二
〇
一
一
年
三
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
モ
ス
レ

ヒ
ー
情
報
相
の
辞
任
を
め

ぐ
る
両
者
の
確
執
が
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
た
⑺

。

　

最
近
に
な
っ
て
こ
の
両

者
の
関
係
悪
化
が
再
び
浮

上
し
て
き
た
の
は
、
一
〇

月
中
旬
に
ケ
ル
マ
ー
ン

シ
ャ
ー
を
訪
問
中
の
ハ
ー

メ
ネ
イ
ー
が
、
二
〇
一
三

年
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
大
統
領
選
挙
に
関
連
し
て
次
の
大
統

領
選
挙
を
実
施
し
な
い
可
能
性
を
示
唆

し
た
こ
と
に
よ
る
。
イ
ラ
ン
の
大
統
領

制
は
一
九
八
九
年
の
憲
法
改
正
に
よ
っ

て
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
ハ
ー
メ
ネ

イ
ー
の
発
言
は
そ
れ
以
前
の
首
相
制
に

戻
す
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
二
〇
〇

九
年
の
選
挙
時
の
よ
う
な
体
制
を
揺
る

が
す
混
乱
を
避
け
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ー
ド
の
後
継
候
補
で
は
な
く
ハ
ー

メ
ネ
イ
ー
に
忠
実
な
ラ
ー
リ
ー
ジ
ャ
ー

ニ
ー
の
よ
う
な
人
物
を
首
班
に
就
け
る

た
め
の
布
石
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
政
権
中
枢
に
お
け
る
ア
フ
マ

デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
の
立
場
を
弱
く
し
た

と
思
わ
れ
る
の
が
、
サ
ー
デ
ラ
ー
ト
銀

行
や
メ
ッ
リ
ー
銀
行
ほ
か
少
な
く
と
も

七
行
か
ら
の
、
大
統
領
府
周
辺
に
よ
る

約
二
五
億
米
ド
ル
相
当
の
不
正
引
き
出

し
疑
惑
の
暴
露
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ラ

ン
の
金
融
史
上
最
大
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

と
騒
が
れ
た
が
、
結
局
ホ
セ
イ
ニ
ー
経

済
相
は
一
一
月
二
日
の
国
会
決
議
で
罷

免
を
免
れ
、
疑
惑
を
暴
露
し
て
大
統
領

を
糾
弾
し
た
保
守
派
の
ア
リ
ー
・
モ
タ

ハ
リ
ー
議
員
も
議
員
辞
職
を
承
認
さ
れ

な
か
っ
た
。だ
が
こ
の
一
件
に
よ
っ
て
、

今
後
は
大
統
領
周
辺
の
施
策
に
一
定
の

タ
ガ
が
嵌
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大

統
領
自
身
が
残
り
の
任
期
中
、
次
第
に

レ
イ
ム
ダ
ッ
ク
化
し
て
い
く
可
能
性
も

通信省
教育省

情報省
経済省
外務省
保健省
協同組合省
農業省
運輸省
社会福祉省
鉱工業省
科学省
文化指導省
労働省
内務省
都市開発省
石油省
エネルギー省
法務省
防衛省
商業省

通信省 タキープール、レザー
教育省 ハージーバーバーイー、ハミードレザー

情報省 モスレヒー、ヘイダル
経済省 ホセイニー、シャムセッディーン
外務省 サーレヒー、アリー・アクバル
保健省 ヴァヒード・ダストジェルディー、マルズィーエ

農業省 ハリーリヤーン、サーデク
組合・労働・福祉省 シェイフォルエスラーミー、アブドルレザー

運輸・都市開発省 ニークザード、アリー
科学省 ダーネシュジュー、カームラーン
文化指導省 ホセイニー、モハンマド
鉱工業・商業省 ガザンファリー、メフディー
内務省 モハンマド・ナッジャール、モスタファー

石油省 ガーセミー、ロスタム
エネルギー省 ナームジュー、マジード
法務省 バフティヤーリー、モルテザー
防衛省 ヴァヒーディー、アフマド
スポーツ若者省 アッバースィー、モハンマド

省名 新省名 大臣氏名

第1図　イランにおける省の統合と閣僚

（注）この表は、2011年6月末の省統合を中心に示したものである。詳しくは本文参照。
（出所）各種報道およびインターネット情報により筆者作成。
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否
定
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
国
内
的
に
不
安
定
な
状

況
に
加
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
ア
メ

リ
カ
が
イ
ラ
ン
の
軍
事
的
脅
威
に
対
す

る
強
い
警
告
を
発
す
る
な
か
一
一
月
八

日
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
天
野
事
務
局
長
が
イ

ラ
ン
の
核
兵
器
開
発
疑
惑
に
関
す
る
新

た
な
報
告
書
を
提
出
、
こ
れ
に
呼
応
し

て
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
カ
ナ

ダ
が
従
来
か
ら
の
経
済
制
裁
措
置
を
特

に
石
油
関
連
産
業
と
金
融
取
引
の
面
に

お
い
て
強
化
す
る
と
の
方
針
を
発
表
し

て
い
る
。

　

一
一
月
二
七
日
に
は
イ
ラ
ン
国
会
が

「
イ
ギ
リ
ス
に
死
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
大
使
の
追
放
を
決

議
、
こ
れ
は
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
が
制
裁

強
化
の
一
環
と
し
て
イ
ラ
ン
と
の
金
融

取
引
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
こ
と
へ
の

報
復
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
呼
応
す
る

形
で
二
九
日
に
は
「
学
生
」
抗
議
集
団

が
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
を
襲
撃
、
イ
ラ
ン

と
欧
米
各
国
と
の
外
交
関
係
が
に
わ
か

に
緊
張
し
て
き
て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
三
月
に
は
国
会
選
挙

と
全
国
地
方
議
会
選
挙
の
同
時
選
挙
が

控
え
て
お
り
、
こ
れ
は
二
〇
〇
九
年
六

月
の
大
統
領
選
挙
以
来
初
め
て
の
国
政

選
挙
と
な
る
。
し
か
し
、
既
に
三
つ
の

改
革
派
団
体
が
立
候
補
を
禁
ぜ
ら
れ
、

改
革
派
の
側
も
選
挙
自
体
の
ボ
イ
コ
ッ

ト
を
表
明
し
て
い
る
。
長
期
化
す
る
政

治
的
混
迷
の
中
で
イ
ラ
ン
の
現
体
制
が

こ
の
難
局
を
ど
う
乗
り
切
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
情
勢
は
ま

さ
に
正
念
場
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。

●
お
わ
り
に

　

二
〇
一
一
年
を
通
じ
た
ア
ラ
ブ
世
界

の
政
治
的
激
動
は
、
イ
ラ
ン
の
現
体
制

の
地
域
政
治
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
に

も
大
き
な
変
動
を
与
え
つ
つ
あ
る
。
イ

ラ
ン
は
米
軍
撤
退
後
の
イ
ラ
ク
で
の
存

在
感
に
加
え
エ
ジ
プ
ト
な
ど
に
お
け
る

イ
ス
ラ
ー
ム
諸
政
党
の
勢
力
拡
大
を
支

持
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
で
の
対
イ
ス

ラ
エ
ル
強
硬
路
線
を
貫
く
こ
と
で
ア
ラ

ブ
世
界
に
お
け
る
影
響
力
を
拡
大
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
だ
が
近

隣
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
は
イ
ラ
ン
の
こ
う

し
た
拡
張
主
義
的
傾
向
に
対
す
る
警
戒

心
を
高
め
て
お
り
、
他
方
で
イ
ラ
ン
は

国
内
的
に
は
二
〇
〇
九
年
以
来
の
自
由

な
言
論
の
抑
圧
と
体
制
内
部
で
の
対
立

の
激
化
に
よ
っ
て
危
機
的
状
況
が
ま
す

ま
す
昂
進
し
て
い
る
。
核
開
発
問
題
お

よ
び
人
権
問
題
に
よ
る
制
裁
強
化
で
欧

米
諸
国
と
の
関
係
も
俄
か
に
緊
張
を
増

し
て
い
る
現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
の

先
制
軍
事
攻
撃
の
可
能
性
を
含
め
、
イ

ラ
ン
の
情
勢
か
ら
一
刻
も
目
を
離
す
こ

と
の
出
来
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

（
一
一
月
三
〇
日
脱
稿
）

〔
追
記
〕
そ
の
後
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
事

態
は
さ
ら
に
緊
張
の
度
を
増
し
て
お

り
、
米
国
が
ネ
ッ
ト
上
に
「
サ
イ
バ
ー

大
使
館
」
を
開
設
し
て
ク
リ
ン
ト
ン
国

務
長
官
の
イ
ラ
ン
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ア
ッ
プ
し
た
の
に
対
し
て
イ
ラ
ン

当
局
側
は
即
座
に
イ
ラ
ン
国
内
で
の
閲

覧
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
。
他
方
で
イ
ラ
ン

当
局
は
一
二
月
四
日
に
イ
ラ
ン
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
国
境
付
近
で
米
軍
の
無
人

偵
察
機
Ｒ
Ｑ
―
一
七
〇（
ロ
ッ
キ
ー
ド
・

マ
ー
チ
ン
社
製
）を
捕
獲
し
た
と
発
表
、

米
国
側
は
軍
事
情
報
や
技
術
の
流
出
に

敏
感
に
な
っ
て
い
る
。イ
ラ
ン
と
米
国
・

イ
ス
ラ
エ
ル
の
緊
張
関
係
は
サ
イ
バ
ー

上
で
の
熾
烈
な
「
鞘
当
て
」
の
段
階
に

至
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

米
国
で
は
二
〇
一
二
年
に
大
統
領
選

挙
を
控
え
て
お
り
、
現
在
の
オ
バ
マ
大

統
領
は
イ
ラ
ン
と
の
軍
事
的
な
衝
突
は

極
力
避
け
た
い
意
向
で
あ
る
こ
と
が
明

白
で
あ
る
。
だ
が
現
在
共
和
党
の
支
持

率
ト
ッ
プ
と
さ
れ
る
保
守
派
の
ニ
ュ
ー

ト
・
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
元
下
院
議
長
を
は

じ
め
、
共
和
党
候
補
者
の
多
く
は
極
端

な
対
イ
ラ
ン
強
硬
路
線
を
主
張
し
て
お

り
、
今
後
は
米
国
内
で
イ
ス
ラ
エ
ル
と

の
軍
事
的
な
連
携
論
ま
で
も
視
野
に
入

れ
た
論
戦
が
活
発
化
す
る
こ
と
は
必
至

で
あ
ろ
う
。

【
注
】
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⑵�

も
っ
と
も
秋
以
降
は
、
シ
リ
ア
の
国
内

情
勢
が
益
々
混
迷
の
度
を
深
め
て
い
る

の
に
対
応
し
て
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー

ド
大
統
領
へ
の
シ
リ
ア
へ
の
言
及
の

ト
ー
ン
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。

⑶�

二
〇
一
一
年
二
月
四
日
の
金
曜
礼
拝
で

の
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
最
高
指
導
者
の
発

言
。

⑷�

二
〇
一
一
年
の
二
月
末
に
エ
ジ
プ
ト
の

新
政
権
は
イ
ラ
ン
海
軍
の
軍
艦
の
地
中

海
方
面
へ
の
通
過
を
一
九
九
七
年
の
イ

ラ
ン
革
命
以
来
初
め
て
認
め
、
イ
ラ
ン

と
の
外
交
的
接
近
を
印
象
づ
け
た
。

⑸�

同
開
発
計
画
は
二
〇
〇
五
年
に
始
ま
っ

た
二
〇
ヶ
年
総
合
計
画
の
一
環
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

⑹�

同
開
発
計
画
で
は
二
一
省
を
統
合
し
て

一
七
省
と
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
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